
　１０月３日、自得小学校４～６年生の児童３２人が、学校田で収穫された米の脱穀作業を

体験しました。

　同校では、ＪＡつがる弘前やＰＴＡらの協力のもと、５月にもち米「あかりもち」を植

え付け、９月に刈り取ってはさ掛けしていましたが、こ

の日児童が脱穀機に流し入れ、およそ５俵の脱穀作業を行いました。

　米の栽培体験は、米作りや農業について学ぶ総合的な学習の一環として平成１８年頃か

ら行われており、今回初めて体験した４年生の児童は、「手を挟まないように気を付けな

がらやった。難しくはなかった」と話していました。

　同校は１２月に行われる収穫祭で児童全員による餅つき体験を予定しており、できたお

餅は校内に飾る鏡餅や、同校近くの鬼神社に奉納するお供え物となるほか、地域の方々に

配られるとのことです。

昨年の実施風景

作業の様子

令和令和５５年度　りんご整枝せん定競技会年度　りんご整枝せん定競技会

◆日　　時　令和６年１月２６日（金）　午前９時～午後４時３０分

◆日程及び内容

時　間 （予定） 内　　　　　　　容

　８：４５ 集合・受付

　９：００～ 開会式・説明

　９：１０～１０：２０ 模範樹せん定

１０：２０～１１：４５ 競技会（実技）・実技審査

（昼　　食）

１３：００～１４：００ 競技会（筆記）

１４：００～１５：００
講話「鳥獣被害等について」

（市農林部　農村整備課）

１５：００～１６：００ 講評・表彰式・閉会式

１６：００～１６：３０ 懇談・質疑応答

◆会　　場　弘前市りんご公園（市内清水富田）

◆参加資格　弘前市内に居住、または市内の園地を耕作する（農

業法人に勤務している方を含む）りんご栽培経験３

年以上の方（年齢不問）

◆募集人数　３０人

◆競 技 会　りんご樹（丸葉台）の整枝せん定に関する実技と筆

記試験を実施し、その合計点を３人１組の団体の部

と個人の部に分けて競います。

◆表　　彰　団体の部１位～３位及び個人の部の１位～３位

◆参 加 料　無料

◆用意する物　整枝せん定作業に必要な用具一式（はしごを

含む）

◆応募方法　下記ＱＲコードまたは農業委員会事務局に備

え付けている参加申込書を提出してください。

　　　　　　※市内各地区から幅広く参加者を募るため、

同一団体での参加は２組までとさせていた

だきます。

◆そ の 他　・過去の筆記試験の問題と解答は、下記ＱＲ

コードからもご覧いただけます。

　　　　　　・午前に実施する模範樹せん定や実技の様子

を見学することができます。（希望する方は、

事前に農業委員会事務局へご連絡ください。）

◆申込締切　１２月２２日（金）

　　　　　　※募集人数に達した時点で締め切ります。

■問い合わせ・申込先

　　　　　　農業委員会事務局総務係

　　　　　　（市役所前川本館３階）

　　　　　　☎４０－７１０４

　　　　　　Mail：nougyou@city.hirosaki.lg.jp

〜参加者募集〜〜参加者募集〜

農業委員会では、農業後継者りんご整枝せん定競技会を開催します。

せん定技術の向上と、参加者同士の交流を図る本競技会に、意欲のある後

継者の皆さんの参加をお待ちしています。

自得小学校４～６年生脱穀作業体験自得小学校４～６年生脱穀作業体験



　今年のりんご収穫祭

は、りんご箱でローテー

ブルづくりやりんごジュ

ースのメッセージラベル

づくり体験などが行わ

れ、中でも市内１１店舗の

アップルパイを購入でき

るアップルパイ大集合が

多くの方の人気を集めていました。

　ステージイベントでは市

内の保育園の園児による太

鼓パフォーマンスや、高校

生、大学生、ダンスチーム

などの皆さんが次々に登場

して、日頃の練習の成果を

元気いっぱいに披露し、来

場した多くの方を楽しませ

ていました。

ステージの様子

作業の様子

収穫の様子 田村氏（上）の説明を聞く児

童たち

体験コーナーの様子

　１０月１８日、東目屋小学校と西目屋小学校５、６年生

児童４０人及び、東目屋中学校全校生徒５９人が、中学校

の実習畑にてりんご収穫体験を行いました。

　東目屋中学校の生徒は、春から各自りんご樹１本を担当

して受粉や実すぐりなどの作業を行っており、今回は小学

校児童と共に、栽培してきたジョナゴールドと北斗を収穫

しました。

　同校のりんご栽培体験は、

旧東目屋中学校発足当時の

昭和２２年から続く伝統の

ある体験学習で、約２０人

の小学校及び中学校のＰＴ

Ａや卒業生らで構成される

学校農園生産協力者の支援

を受けて実施されています。

　今回が２度目の体験となった東目屋小学校６年生児童

は、「（収穫作業が）簡単だと思ったけど慣れるまで少し難

しかった」と話していました。

　収穫後には品評会が行われ、班ごとに厳選したりんごを

生徒同士が互いに評価して、出来栄えを競っていました。

　今回収穫されたりんごは、市場に出荷されるほか、一部

は修学旅行や職業体験で訪問する企業等へ贈られ、その他

はりんごジュースとして加工されるとのことです。

収穫の様子

品評会の様子

農 業 ひ ろ さ き（２） ２０２３年（令和５年）１２月１日第２１４号
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　市では将来の地域農業を担う人材育成を図る観点から、小学生を対象に農業を通して「地域の魅力」に関心を持っても

らおうと、令和元年度から収穫体験や生産者との意見交換などを実施しています。５年目となる今年は、りんごの収穫ま

での生産工程を体験するため、北小学校、時敏小学校の２校で計１１８人の児童が参加しました。当事業は市内悪戸地区

にあるタムラファーム㈱の園地において、代表取締役の田村昌司氏を講師として行われています。

　１０月１２日に行われた第２回目は、時敏小学校の３年生２クラス、総勢

７１人の児童が、葉とりや玉まわし等の着色管理作業を体験しました。

　りんごの色づき具合によって周りの葉をとったり、玉まわしをする作業に

児童たちは少し戸惑いながらも、一生懸命作業をしていました。

　１１月６日に行われた第３回目は、時敏小学校の３年生

児童が旬を迎えたりんごの収穫体験を行いました。

　児童たちは果実からツルが取れないように、一つ一つ丁

寧に収穫作業を行いました。もっと収穫したいと意欲を見

せる児童も多く、園内は楽しい雰囲気に包まれていました。

―― 第 第２２回　着色管理 回　着色管理 ――

―― 第 第３３回　収穫 回　収穫 ――

ひろさきひろさき「「農の魅力農の魅力」」体験事業体験事業

　りんごの収穫最盛期を迎えた１１月３日

から５日にかけて、市りんご公園において、

「ひろさきりんご収穫祭」が開催されました。

ひろさきりんご収穫祭開催ひろさきりんご収穫祭開催

東目屋小中学校・東目屋小中学校・
西目屋小学校合同西目屋小学校合同りんご収穫体験りんご収穫体験

〜実りの秋〜〜実りの秋〜



■問い合わせ先　農業委員会農地利用促進係

　　　　　　　　（市役所前川本館３階）

　　　　　　　　☎４０－７１０４

農 業 ひ ろ さ き （３）第２１４号２０２３年（令和５年）１２月１日
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　自然災害や市場価格低下など、あらゆる要因による収入減少に対応する収入保険制度の加入を促進するため、保険料

（掛捨て部分）の一部を補助します。　　※令和６年産の加入申請締切の受付は１２月末日まで

◆補助対象経費及び補助金の額

・新規加入者　　　：保険料（掛捨て部分）の５０％

・継続及び再加入者：保険料（掛捨て部分）の３０％

◆補助要件などの詳細はこちら

http://www.city.hirosaki.aomori.jp/sangyo/nogyo/2022-0415-1109-36_syuhojo2022.html

■問い合わせ先　農政課地域経営係（市役所前川本館３階）☎４０－７１０２

近年続く異常気象に備えて近年続く異常気象に備えて

令和令和６６年産加入申込み受付中年産加入申込み受付中！！【【りんご共済りんご共済】】
加 入 プ ラ ン 総　合　短　縮　方　式

補 償 期 間
 発芽期から収穫期までの災害に対応
（冬期間の災害を除く）

対 象 と な る 災 害 自然災害（水害含む）、鳥獣害など

対 象 と な る 被 害 割 合
早生・中生・晩生種毎に３割を超える被害から共済
金が支払われます。

農 　 家 　 負 　 担 　 額
（ ふ じ の 場 合 ）

１箱およそ７９円

※掛金率は個人別危険段階を採用していますので、
農家負担額は多少変動することがあります。

補 　 　 　 償 　 　 　 額
（ ふ じ の 場 合 ）

１箱２，８００円

※品種によって異なります。

★加入を検討している方や内容を詳しく知りたい方は、下記までお問

い合わせください。

収入保険の保険料を補助します収入保険の保険料を補助します！！

【詳細はこちらから】

「園地継承円滑化システム」の特徴

・営農の参考となる品種構成、樹齢、接道や水源、傾

斜の状況など、詳細な樹園地情報を掲載しています。

・現在耕作されている樹園地を継承することにより、

初期段階から営農収入が見込めるとともに、農地の整

備や果樹の新植から営農を始めるよりも設備投資等に

係る費用負担の軽減が図れます。

・今すぐ継承を希望している樹園地に加え、将来的に

継承（概ね５年以内）を予定している樹園地も掲載し

ているため、受け手の営農計画に合った樹園地を探す

ことができます。

～樹園地を買いたい、借りたい方へ～～樹園地を買いたい、借りたい方へ～「「園地継承円滑化システム園地継承円滑化システム」」をご活用ください！をご活用ください！

　青森県農地中間管理機構（公益社団法人あお

もり農業支援センター）では、規模を縮小する

方やリタイアする方から農地を借り入れ、担い

手農家に貸し付けを行っています。

　農地の出し手は、機構が一括して賃料を支払

うことにより個別のやり取りが不要となるなど

のメリットがあります。

　また、農地の受け手は、効率的に規模を拡大

できる、契約や賃料の支払いの相手方が機構の

みで済むなどのメリットがあります。

　農地中間管理事業の利用をご希望の方は、下

記問い合わせ先までご相談ください。

　市では、後継者がいない樹園地について、農地と樹体を一体で新たな担い手に継承していくため、「園地継承円滑化シス

テム」を構築し、第三者への継承を希望している樹園地の詳細な情報を市ホームページ等で公開していますので、ぜひご活

用ください。

　「園地継承円滑化システム」に掲載される樹園地の情報は、

市ホームページで公開しているほか、農政課農地支援係（前川

本館３階）、岩木総合支所総務課農林係（岩木庁舎）及び相馬

総合支所総務課農林係（相馬庁舎）の各窓口でも閲覧できます。

【市ホームページ】⇒https://www.city.hirosaki.aomori.jp/

sangyo/nogyo/enchikeisyou-top.html

　または右記ＱＲコードから

※「園地継承円滑化システム」に登録いただける

樹園地を随時募集しています。

現在耕作されている樹園地を第三者へ継承したい場合は、担

当までご相談ください。

■問い合わせ先　農政課農地支援係（市役所前川本館３階）

　　　　　　　　☎４０－０６５６

農地中間管理事業の活用を農地中間管理事業の活用を！！

◆果樹共済の申込締切　令和６年３月２５日（月）

■問い合わせ先　青森県農業共済組合ひろさき支所

　　　　　　　　果樹課　☎２８－５７００



・【国保特定健診、国保人間ドック、国保脳ドック】

・【後期高齢者の健診、歯科健診】

健　診　名 対　　　象 料　　　　　金 実 施 期 間

国 保 特 定 健 診 ・
後期高齢者の健診

国民健康保険に加入
している４０歳以上
の人、または後期高
齢者医療制度に加入
している人

無　料（健診には約１万円
の費用がかかりますが、受
診券を使用することで年度
内１回に限り無料で受診で
きます。）

令和６年
３月１５日まで

国 保 人 間 ド ッ ク

次のいずれにも該当
する人
〇国民健康保険に加
入している４０歳以
上の人
〇国民健康保険料の
滞納がない世帯の人

４，２５０円（年度内１回。国保
特定健診が含まれ、同時受診と
なります。また、検診内容や年
齢により自己負担が増減するこ
とがあります。）

令和６年
３月１５日まで

国 保 脳 ド ッ ク
５，０００円（年度内１回。国保
特定健診または国保人間ドック
とは別に受診できます。）

令和６年
３月３１日まで

後 期 高 齢 者
の 歯 科 健 診

後期高齢者医療制度
に加入している人

無　料（年度内１回。受診券は
ありませんので、被保険者証を
持参してください。）

令和６年
３月３１日まで

■問い合わせ先
　 国保年金課国保健康事業係　　☎３５－１１１６

　 国保年金課後期高齢者医療係　☎４０－７０４６

　野生鳥獣による農作物被害防止には、猟銃や箱

わななどによる捕獲が効果的です。

　市では、新規に猟銃免許又はわな猟免許を取得

した市民の方で、有害鳥獣捕獲に協力いただける

場合に取得経費の一部を助成します。

　関心のある方は下記までお問い合わせください。

◆対象経費　免許試験に係る講習会受講料及び

　　　　　　県証紙代等

　　　　　　※助成金の申請には領収書等の支

　　　　　　払を証明する書類が必要となります。

■問い合わせ先　農村整備課鳥獣対策係（市役所

　　　　　　　　前川本館３階）

　　　　　　　　☎４０－４１５５

農 業 ひ ろ さ き（４） 第２１４号 ２０２３年（令和５年）１２月１日

令和５年度　がん検診の実施について

今年も健診を今年も健診を
実施しています実施しています！！
　国民健康保険に加入している４０歳

以上の人に国保特定健診、国保人間ドッ

ク・脳ドックを、後期高齢者医療制度に

加入している人には後期高齢者の健診、

歯科健診を実施しています。

　健診の目的は、体の異常の「早期発

見・早期治療」です。自覚症状がないま

ま進行する病気もありますので、毎年健

診を受けてご自分の健康状態を確認し

ましょう。

　健診受診の際は、マスクの着用や手指

の消毒など、感染症予防対策にご協力く

ださいますようお願いいたします。

狩猟免許取得費用の狩猟免許取得費用の
一部助成について一部助成について第２第２回新規就回新規就農こみ農こみゅねゅねっっとわとわ～～くく

　新規就農者及び就農希望者を対象に、先輩農家と交流するイ

ベントを開催します。交流・仲間づくりの機会として、ぜひご

参加ください。

◆対　象　新規就農者（就農開始から５年程度）、就農希望者

　　　　　など

◆日　時　１２月２６日（火）午後２時～（３時間程度）

◆場　所　弘前市民会館１階　大会議室（下白銀町１－６）

◆内　容　ゲストトーク、ワークショップなど

◆ゲスト　芹川　一哉　氏（りんご農家）

◆定　員　２０名（事前申込必要）

◆参加費　無料

◆申込締切　１２月１８日（月）

■問い合わせ・申込先　農政課担い手育成係（市役所前川本館

　　　　　　　　　　　３階）☎４０－０７６７

　毎年１回は健康診査・がん検診を受け、異常があ

る場合は、早めに、必ず病院へ行きましょう。

　がん検診の対象の方で今年度受診していない人

は、早めに指定医療機関で受けましょう。

※詳細は「令和５年度健康と福祉ごよみ」をご覧く

ださい。

■問い合わせ先　健康増進課成人保健・がん対策係

　　　　　　　　（弘前総合保健センター１階）

　　　　　　　　☎３７－３７５０

検　　診　　名 対　　　　　象 料　　　　　　　　　金

胃がんエックス線検診 ４０歳以上の市民
１，５００円

（市国保加入者は７５０円）

大 腸 が ん 検 診 ４０歳以上の市民 ５００円（市国保加入者は２５０円）

肺がん・結核検診 ４０歳以上の市民 ４００円（市国保加入者は２００円）

子 宮 が ん 検 診
２０歳以上の女性

（２年に１回偶数歳）
７００円（市国保加入者は３５０円）

乳 が ん 検 診
４０歳以上の女性

（２年に１回偶数歳）
７００円（市国保加入者は３５０円）


